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前庭迷路の形態学的研究は， Retzius (1881) 以来 Kolmer ， Wittmaack などによってなされ，きらに
最近で Wersäll (1954) , Smith (1956) が屯子顕微鏡的研究によって新しい所見を報告した。しかし平







2) モルモットをエーテル麻酔下に断頭し，中耳骨胞を聞くとともに双眼ルーペ-fvと， 3 分以内に卵形
嚢を露出し，直ちに Palade 法による 1%オスミック酸ベロナール緩衝液 (pH7.6) を O.2cc 前庭内
に注入， 2 '""-1 3 分後卵形嚢を取り出し，同上固定液中にて 3 時間固定後，脱水包;国を行った。包埋に
際し耳石層への樹脂浸透を十分に行うため浸透時間は 2 昼夜以上とした。ライツウルトラミクロト
ームにダイヤモンドナイフを用うることにより，感覚上皮層と耳石属とはともに超薄切片とすること
ができた。電子顕微鏡は電子工学 JEM5G ， 目立製作所 HU10 及び明石製作所 TRS50 を使用レ
?こ D




耳石結晶は主として10μ内外の大きさを有し六角稜柱状を呈し， その内部は den~ity の低い均質な








ら出る感覚毛は60--70本の Stereocilia と 1 本の Kinocilia からなり，規則正しく集束し， Kinocilia 
は必ず細胞質突起部に偏在する。 Cilia 先端は耳石下物質中に終るものと思われる。 Cilia は共に約0
.2μの直径を有する円柱状で，感覚細胞の細胞膜によって覆われ， Stereocilia は基底部では中心に一












先端が歪状となり，感覚細胞を包むいわゆる Nere Calix を形成する。乙の部では糸粒体は線維走行




1) 耳石は六角稜柱状結品を呈し，その内部は均一な基質と dense な微細頼粒からなる。
2) 耳石間，耳石下には PAS 陽性を呈する謬様と考えれる無構造な物質がある。
3) 感覚毛は 1 本の Kinocilia と 60--70本の Stereocilia からなり集束し耳石下腹様物質中に終る。 2
種類の Cilia はその起始部を異にする。
4) 従来感覚細胞の Cuticula といわれた部分は Cilia 起始部を形成する網状構造である。
5) 支持細胞上部にはよく発達した閉鎖堤があり，網状膜を形成し感覚細胞，支持細胞を囲む。
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1) 耳石は六角稜柱状結品を呈し，その内部は均一な基質とdense な微細頼粒とからなる D
2) 耳石間及び耳石下には，無構造な腰様物質があり PAS 陽性を呈する。
3) 感覚毛は 1 本の Kinocilia と 60 ，._，70本の stereocilia とからなり集束し，耳石下腹様物質中に終る D
4) 2 種類の cilia はその起始部を異にする。 Stereocilia の基底部は網状構造を呈し， 従来感覚細胞の
Cuticula といわれた部分はこの網状構造である。 Kinocilia 基底部は網状構造とは独立に感覚細胞のー
側に偏して存在する。
5) 支持細胞上部にはよく発達した閉鎖堤があり，感覚細胞を囲み網状膜を形成する。
6) 神経終末は，膨大部稜と同様主として nerve calix を形成するほか梓状を出するものと認められる。
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